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2 AO 四十年来的中国科学技 木 

栃滞姪張伸梁 朕晶 

科学技 木 給人夫社会 帝 未了巨大的 物頗財 富和精神文明，大仙陶酔 在 科学技米社会幸福 之 源泉的 
妙想え 中，ゑ 崇拝祥一群崇拝科学技 木 。 
加来 悦 ，遠足西方社会的写照， 那玄 ，在中国，五尺 是 科学界的理想。 尽管 四十年来，中国科学 

界力 北村山下巨大的努力。 

一 、 眼唯 的所 程 (1 95 0 一二 9 78) 

辻我 仙人一条地銭   1950 一 1978 年中国科学未成果 増 七曲牡丹 始 。 八達一曲鉄哉 佃可 
収着 出 ， 1950 一一 1978 年中国科学的声山至大起大藩 之勢 。 曲 幼童 根据 《中国科学家借 略辞 
典 》 牧永的 科学寒花 著 約数量 桧 制約。 

村田 1 所 木竹序数梶柄 据 中国科学著作 枚 放出版社 良 p 科学出版社出版物数量 坑汁 分析表明， 1950 
一 1978 年中国科学 家 成果的声山以上上午 力 周期 振鋳 。 

  

  

  

田 工 科学未成果声山地域 

１ l 

困 2  《人民日 根 》 載 自然科学文章 数 (195 件 1978) 
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八田中也行列 了 同一緒 果 。 根据 成果増長袖 伐的 周期 振鋳 ， 可以 秋力， 1950 一工 978 年的 

中国科学技木皮 戻 せ 程可 刑余力四十 吋期 ， 

第一十増長時期， 1950 一 1959 年 ; 
第一十非常時期， 1960 一二 96 二年 ; 
第二十 増 七時期，Ⅰ 96 2 一 1965 年 ) 
第二十非常時期， 1 966 一 1 97 ァ 年 。 

1949 年中隼人民共和国建立双，全国人事科学研究工作的人員 仮 六百余人，科学事 止 基本上 
是 一片空白。 1949 年正土 月 ，中国科学院成立后，中国運 新 形成丁山科学院、 高等 院枝 、 声並部 
門、 国防部門和地方科研 机杓 速王小方面 蛆 成約科学技 木 研究体系。 科研 机杓由近 40 小友 展到 381 
%, 科学成果的数五更 以毎 百年 禰 一番 的 速度 増七 ， 其 基本 林志朋 定文油性原子 反桂 地利回旋加速器 
的建成 (1958 年 9 月 ) , 宅乱明 中国 辻 八丁原子時代，接着 研 創成功 是 104 型通用 屯 手管竹井 
杭 (1959 年上 0 月 ) , 迭 説明中国巳妊 元 始縮小工有国防 先 逆水平岩垣。 達一町 期 ，中国的科学 

所以 有 如此空前的皮屋速度，主要 右 下 迷三 小方面的原因。 英一，足占 吋 科学技 木 政策的成功。 五十 
年代， 在鋒済 私人民生活近眼四 %, 但 中国政府社 扱 瑞国雄 的 情況下，何 % 拾 科学技木灰 E 大的財政 
支持， 而 在学氷上， 側 提唱 " 百花井 放 ，百家争鳴 " 的方針， 扱 大地故友工科学 来 、 工程 肺的 創造性 

神工作 ぬ，ぼ 。 英姉， 是赤朕 政府 和赤朕 科学 家的 神助。 迂 一時期，中国先后派出 了 1 700 歩 卒 研究 
上 、 7000 歩名実再生起 赤朕 半可， 赤朕 別派 了 数千名寺家来中国 指早 工作， 井 提供 了 8400 歩 
神 科学技 木 安村。 中国的 104 型竹井杭 枕 足根 据赤 取的甘井 机技木 資料所創成約。 英二足中半人民 
共和国的成立板大地板蚕下科学工作者的受 国熟枕 ， 不少旅 居海外的科学末工程 卿 私恨多知 沢 分子， 
九 % 里庚 、 牧羊 森 、 李四光、 赳 忠克 等 紛紛回国， 辻些都起到 下使 避 中国科学技水芋立華幼女 展 的作 
用 。 

但是 ， 随着 反古 迂 勅約深大 (195 7 年 ) 大 妖避 竹夫 起 (1958 年 ) , 加之 赤朕 政府 革 方面 

槻致中赤 科学技木枕 叔 ，如上 " 百花井 放 ，百家争鳴 " 的方針 被 否定，中国科学階八丁非常田 椎的境 
地 。 中国的科学技 木 一下手遠 到 下谷底。 

196 二年 8 月収 后 ， " 百花井 放 ，百家 争洩 "  的 方針 重 新行列八丁， 井在 1956 年制定的 

1956 一 196 7 年科学技木皮 展 規制的基軸上， 干 1963 年制定 了 Ⅰ 963 一 19 ァ 2 年科学 
技木皮反切 捌 。 八此 ，中国的科学技 木 ナ人了一十新約黄金町代， 即 中国科学技木杓第二次代 玩時 期 
。 某杯志 星原子 弾爆炸こ 964 年上 0 月 ) , 在世界上第一次合成丁人工蛋白皮 (1965 年 6 一 

7 月 ) 。 経世途一町 期 ， 中国的科学技水車上基本上姓成丁現代化的大科学体制，寺門礼 杓已迭 

Ⅰ 71 4%, 科学 家吠伍 側近 6 8000 人。 
1966 年文化大革命的元始，達一黄金時代 皓 未了。 中国的科学技 木 オ人 了 停滞時期。 
忠之，中国科学技木杓大起大藩在役大程度上 胆 因子政治 劫坊 。 達一点， 我 山地八田 2 中有 到 。 
二 、 十年一瞬 向 (1 9 79 一二 988) 

随若 文化大革命的 幼束 ，中国社会達人了一十新約 坊史吋期 。 1978 年 3 月 T 党 中央石井下荷 
6000 歩人参加的全国科学大会， 在迂次会 故上， ヌ P 小平岡 迷 7 科学技水足土戸 力 ，科学技 木 現代 
化 是 実現四十現代化的矢 健 ，包括科技人員社内的 亡 大知次分子 是 工人覚 扱 約一部分等視点，八市解 
除了知 在 科技人員矢上 的漿価兄 ， 升坤 下中国科学史的一十新竹 期 。 

十年一瞬 向 ，中国的科技 芋 上布下根大的 避展 。 和 以前相 地 ，麦生 7 以下交化。 
ェ ・科学技木皮 到 政府的 高 度重視，科学技 木 現代化 被昧 力走国家央暁現代化的大綾。 
2 . 全国人中央封地方建立 て多屋次 的研究系統，哲理系統 和 支持系 抗 。 到 1978 年，全国 去 

扱 ゑ % 扱 以上科研 机杓已迭 9153%; 両科技人員教士右下 吏 大的瑠衣，全国全民所有制単位科技 
人員白 1.978 年的 435 万人，増加 到 1987 年的 566 万人 ? 科技人員的六度也有相座 提商 。 

3 . 全国的科技経費右下枝大的 増後 ，国家財政 抜 付竹科技経費白 1976 年竹 39 . 79 仏 元 

増加 到 1986 年的 71 .14 仏元 ， 八其 古集適年菜 的 科研 経 舞也有相当的数女。 
4 . 全国建立了一 批 重要的 基袖拮杓和基袖 故地， 包 括国家私地方的 央肚 中心、 測 拭 中心、 情 服 
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中心、 中伏基地等。 
5 . 在基袖 研究、 庄用 研究 和 元夫研究的各小領域， 都 取得了一把重要成果。 以 基軸研究 力例 ， 
(1 ) 按 中国学者在世界第一流 奈 右上皮兼約花又拘忌数 丑 俳味，中国人ェ 979 年的第 38 位 玩升 
到 第 23 位 ;  (2) 科学 乾支 元始戸主世界 影哺 ，中国数学文別人注目， セ的 平均 引 文車亡八 1978 年 
的世界第 35 位 趺居到 第 1 8 位 )  (3) 中国物理学文献板引用的比率 迭 40%, 超世世界平均値的 
32%, 英中，多次板引用的文献白 15 %0 
6 . 科学技 木 在国民経済 増 夜中的作用日並並 著 ， 按 国体通用的 " 綜合要素生声 率 " 方式測算， 
1976 年以前， 在促 速国民 軽流増モ的 諸国未申， 技木避ナ 和笛 理 因乗 所占的 比例不利 15 %, 而 
現在側面 迭 5 0 兆。 

ァ ・ 民 九科研 机杓堀起 。 以 四通、 科 海 、 京海、 信 通等 公司力代表的矢九科研 机杓 在社会上 臆得 
地位，行列社会的 亡 乏尿 昧 ， 他仙将 威力具有 民 九科研 机杓性廣的 新来科技士 止 群体， 班已 成立全国 
民九科技笑止寒林 会 。 

8 . 随 若尾入社制約 推亡 ，一科 端 新的特殊市坊一一枝米市坊迅速 % 超。 達一市坊在住 避 科技成 
果 和 新 技 木杓 推 戸座屈， 促避 科学技水面向経済 建 枚方面， 起到 丁重大作用。 
下面分詔一望里人甘利方面的情況。 
里人 汁倒 的目的屋 依幸 科学技木坂失地方経済， 1985 年下半年元始減点， 1986 年 在 全国 

付 祐実施。 
辻 一汁 刑 特別 強凋短 、 乎 、 快 ，基本上都度乏月 已 看的科技成果， 也 起用 已 消化 和 放牧 的 国外光 

遊技 木 ，由子強調丁 技 木杓 連拝 必須符合当地投資能力、 資源特点、 人員末廣 及 市坊需求，所以 保旺 
了 多数項目 能較快枚到並著的 経済 奴益 。 日面亡夫 シ煩企止 ， 亡 大衣 村把 里人甘利 看成 足音 里 遠夫。 
尾大甘制約 央践 表明，地方経済 要 保持 穂定 反戻 均 勢 失 ， 不侠 英世一歩 友拝 政策的 力正 ， 而且越 

乗越需要 依簾 科学技木杓力投，特別足偏 逼 、 会田地区。 所以里人 廿倒桂 一定程度上，対子改変中国 
内地的全労、 落月状況持合 起恨 大作用。 因地，里人甘利光不足 机 宣之 廿 ，両足一項七期的起拝。 
9 . 在扶 行星大甘利 的 同時，提出丁女農商 技 木杓火炬打剥，武田社 升友 、 推 亡 、 共用 技 木杓 同 

吋 ， 友 農商 技木 。 

但是 ，我国科技手上 在荻得 重大成就的同町， 也 存在若一望月 題 ， 
ェ ・科技政策 迩 有待子 辻 一歩研究 和提商 ，我国 佃然 存在昔在 机 科学、 政 机 和訳分子的 侍坑 偏見 

利刃 煩 勢力，科研人員的待遇 迩 比較 低 ， 摘 力持 劫占 体力労功分配不合理『造成一当科技人員特立政 
行， 武 者流 向 海外。 
2 , 由子管理体制上的何題，科学技水和経済 友 反立円存在昔戸垂釣川サ 班ゑ 。 科技成果的 エ止 

仏神商品化受 到 阻碍。 
3 . 企止 釣枝水元 友 力士薄弱， 在 現有的 近 百万小金北中， 除扱 少数大型付子 企止外 ，絶大数 企 

上都 没有 自己的研究有元 友カ ， 也扶乏穏定 的研究 与升友 資金。 
4 . 科技人員的 培赤占 使用存在校大的何 % 加之丼物主父盛行， 仮 歩人不 以当 学士、 碩 仝 、 博 仝 

力茉 ， 而以 牧人多少 作 力人生 仇借取向 。 近 百年博士生 的招 牧人教 占抽 名人数比較 少 ， 甚呈 出現下 招 
不満 % ゑ。 相当 多 的中国留学生滞留下戸 等 不正常現 ゑ 。 
5 . 科学文流 的渠適迩不 接吻 通 。 不同的地方、 不同的部門部 摘 同一棟 題 ， 低 水平重度 的現ゑ迩 

復円 重 。 

以上一望日乗 以 反英右方面的一望日乗柱根大程度上阻碍下中国科学技木杓反戻。 カ了 克服上述 
阻碍，中国政府 已軽采取措施 。 可以預几 ， 随着 改革的深大，中国的科学技 木亨止 特有史大的反戻。 

三 、 対日本同行的希望 

在中国， 有 百科文明 之乱 ，一科 謂物反 文明，一科 謂 精神文明。 在某 和志父上，日本的 物廣支明 
已力 中国社会所接受，在中国市坊上， 到 尖足日本的 声品 。 松下、 牛田、 理光、 索尼 、 吉士在中国的 
知名度 甚 呈出仕 何 一家中国企 止在 本地的知名度部面。 仁村日本的精神 ズ明 ，特別足日本的科学技 木 
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享正，中国人知之本多。 如来日本能 ゑ 輸出 声 祐一群， 向 中国抽出科学技 木 ， 拮果 可能舎人不一群。 
我伯 希望，在庄釣渚 位 ， 能姶 中国科学技木竹皮 展以 実体 的 神助。 
我伯対 日本同行朋友 仙 提出丸 下 凡庶希望 : 

第一， 我伯 希望，日本同行 能 在判 汀 科学 規捌 、 避行科学 預測 、 祷定 科学政策方面提供 軽弛 和丈 
キキ Ⅰ日本 在 遠方面 育 成功的実践，市中国社遠方面述比較 落后 。 以屯子 甘井杭 力例 ， 中 、 日商国都 是 
在五十年代走 菱的 。 山千我国 没 有一項 明 哺育 放的 炭屋井井杭 エ止的 政策，更改不上付政策的有数実 
施与 坪什 汝達， 其培果 ， 且 我国的 汁 井杭 エ止 建立三十年了， 迩没 有形成自己的 有 特色、 有 党争力的 
戸立体系。 
与 中国的情況形成伴明対照的足日本政府 和 日本戸正 界 ，九十年来， 推行 一条 有奴的 、 漸近的 、 

穂定的 竹井祝女屋政策，取得 て 挙世注目的成果。 因地， 我伯 礼力，如来日本朋友的 能 杜預 測 、 汁捌 
神 政策方面 姶我伯以 神助，其奴采地 将 非常並 者 。 我想 ，中日商国学者 在辻 一領域的合作 可 先人民同 
学者 倣走 。 我佃 希望，中国学者利日本学者 辻 行合作研究， 井 通せ合作研究，提供 経肢 ，神助中国婿 
界 政策科学寺家。 我佃 孔力， 迂祥倣的奴果 近近什 干 抽出一 % 項技木 。 如来 沈 ，町奴竹量的支持 和 援 
助 杢帯来可 灰汁量的 放果 ， 那ム ， 椎以 竹量的支持 和 援助 套帯来椎 灰汁量的 奴果 。 
第二， 我佃 希望，中日商 国 管理科学的交流 巧 合作能 避 人史 洙 的屋 次 。 中日商国侍 坑 文化育 更多 

接近 之朴 ，遠力西国科技今作占文 流莫定 基軸， 力 両国管理科学、 政策科学的今作展示 了 美好前景。 
如何 便 中日遊行持久有数約文 流与 合作，如何社管理科学、 政策科学方面会 作 ，七本身洗足一十 恨好 
的 深趣。 我 伯庵意力化作山努力。 我佃 高夫 的 狭巷，日本科技庁科技政策研究所正式成立， 我伯 
暁 借宅 将力 科学技 木 政策研究的国防今作作山有益的文献， 我伯恩占咳 研究所 和扱 釣合作。 現在科学 
的皮 展 ， 有勅干 鉄山 的肪史 継承，文布 頼 千枝内約国防科学交流 占 合作。 我 仰臥力文化 侍坑 和地理 位 
ヱ 既決定下中日商国社遠方面皮 該 足元屋卓布 成放活 勅約 侠 伴 。 因地， 我佃 非常政党竹下首相 力 中日 
商 国的 科技巧文化交流遊行 的没廿 ， 井 希望遠一枚 升 取得突棒 的 成敗。 我佃 希望，中日商国社管理科 
学的研究合作、 升 度合作、 人才 培赤等 方面退出 更 大的 サ伐 。 
我山相 信 ， 随着 中日商国学者的共同努力， 我佃え 円柱政策研究有智理科学方面的今作、 交流 将 

会 克服民族、 活 吉 、 忘 退 彩奈 的痒碍 ， 力 西国経済文化的繁栄和人夫和平吉 避サ 作山貢献。 
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楊 柿 婬 、 張 中 梁 、 張     

( 中国科学技術協会 ) 

科学技術は人類社会に 巨大な物質的 富と 精神的文明をもたらしている。 人々は 
科学が社会の 幸福の源であ ると信じ、 神に対するように 科学技術を評価している。 

貸本主義社会ではこのような 状況が現実の 姿であ ろうが、 中国では、 この 40 年 

間 、 科学界の非常な 努力にもかかわらず、 科学技術の重要性に 関する認識は 社会 

に浸透せず、 ただ科学界にのみ 通用する理想にとどまっている。 
1 . 困難な道程 (1950 年～ 1978 年 ) 

1 本の曲線一 1950 年～ 1978 年にわたる中国の 科学者による 科学的成果の 産出力 

一ブから始めよう。 「中国科学者略伝辞書」に 収録された科学者の 論文著作数の 
変動を示した 曲線で、 1950 年～ 1978 年の中国における 科学的成果の 産出亜が大き 
く 変動している 様子が見られます。 

図 1 に示された時系列 ヂ一タは 、 中国の科学的著作の 権 威あ る出版社「科学出 

版社 」による出版物の 点数の統計分析であ り、 1950 年～ 1978 年の間の中国科学者 

による成果の 産出生 が 11 年の周期を以て 変動している 様子が示されています。 
  

( 図 1  科学者の成果の 産出力一ブ ) 
( 図 2  「人民日報」掲載自然科学文章 数 1950 年～ 1978 年 ) 

図 2 からも同じ結果が 得られます。 産出力一ブ 0 周期的変動に 基づき、 1950 年 
～ 1978 年の中国科学技術の 発展過程を 4 つの時期にわけることが 可能でしょう。 

第一高揚 期 : 1950 年～ 1959 年 

第一停滞 期 : 1960 年～ 1961 年 

第二高揚 期 : 1962 年～ 1965 年 

第二停滞 期 : 1966 年～ 1977 年 

1949 年、 中華人民共和国成立の 直前では、 科学研究従事者数が 全国でわずか 6 
00 人 余りであ り、 科学事業は基本的に 空白であ った。 1949 年 11 月、 中国科学院が 
発足してから、 徐々に科学院、 大学、 産業部門、 国防部門と地方の 科学研究機関 
0 5 竹野から成る 科学技術研究態勢が 整備されてきました。 科学研究機関はほぼ 
40 箇所から 381 箇所に増加し、 科学研究成果の 数は 2 年毎に倍増してきまし た 
象徴的な成果としてはまず 実験的原子核反応装置とサイクロトロンの 完成 (1958 
年 9 月 ) で、 中国は原子の 時代に突入しました。 次は 104 型電子管 式 舶用計算機 
の 完成で、 世界の先進レベルとの 距離を縮め始めたことを 物語っています。 この 

時期、 中国の科学がそれまでにない 発展速度を示し 得た原因は 、 主に次の 3 つの 

面 にあ ります。 第一は、 当時の科学技術政策の 成功。 50 年代、 中国の経済と 国 
民生活が大変窮屈な 状態であ ったにもかかわらず、 中国政府は科学技術に 巨大な 
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財政的援助を 与えました。 一万、 学術上、 「百花斉放、 百家争鳴」の 方針が提唱 
され、 科学者や ェ ンジニアの創造 カと 仕事への熱意が 大いに高められました。 第 

二は、 ソ連政府とソ 連の科学技術者による 援助。 この時期、 中国側は合計 1.700 
人 余りの大学院生と 7,000 人 余りの研修生をソ 連へ留学させ、 ソ連側は数千人も 
の 専門家を中国に 派遣して指導にあ たると共に、 8,400 種以上の科学技術資料を 
提供しました。 中国の 104 型計算機はソ 連の計算機の 技術資料によって 開発され 
たものです。 第三は、 中華人民共和国の 成立に負っています。 新国家の樹立は 科 
学者の愛国心を 客 い立たせ、 海外にいた多くの 科学者、 エンジ   ニァ 、 知識人、 例 

えば、 垂 り 庚 、 銭学森、 李四光、 趙忠 尭などが相次いで 帰国し、 中国科学技術の 

急 、 速な発展を促した。 

しかしなが り ） 「反古派運動」の 深刻化 (1957 年 ) と 「大躍進運動」 (1958 年 ) 
が 起こるに つ れて、 ソ連政府が一方的に 中 ソ 科学技術協定を 破棄し、 さらに「 百 

花奔 放、 百花亭 鳴 」の方針が否定されたことが 加わり、 中国の科学は 大変困難な 
状況に陥った。 

1961 年 8 月から、 「百花斉放、 百花手嶋」の 方針が新たに 認められ、 さらに 19 

56 年に制定された 「 1956 年～ 1967 年科学技術発展計画」に 基づいて、 1963 年に 

「 1963 年～ 1972 年科学技術発展計画」が 定められました。 そこから、 中国の科学 

技術は新しい 黄金時代、 つまり中国の 科学技術の第二の 飛躍的発展時期に 入りま 

した。 主な成果は原爆の 成功 (1964 年 10 月 ) と世界初の人工蛋白質合成 (1965 年 
6 ～ 7 月 ) でしょう。 この時期を経て、 中国の科学技術事業は 基本的に近代化の 

彼 に乗り、 専門研究機関は 1,714 箇所に増え、 科学技術者は 68.000 人に達した。 
1966 年、 「文化大革命」が 始まり、 この黄金時期に 休止符が打たれ、 中国の科 学 技術は再び停滞 期 に踏み込むことになっ た 

中国科学技術の 大きな変動は 、 主として政治の 不安定さに原因があ ります。 こ 

のことは図 2 からも読みとれます。 

2 . 一瞬の十年 (1979 年～ 1988 年 ) 

「文化大革命」が 終わると中国は 新しい時代に 入りました。 1978 年 3 月、 中国 
共産党中央委員会は、 6,000 人以上の参加者を 得て「全国科学大会」を 開催しま 
した。 会議では、 孝ラ 小平氏が、 科学技術も生産力であ り、 科学技術の近代化が 
中国の「四つの 近代化」の鍵を 握り、 科学技術者を 含む全ての知識人が 労働者 階 
級の一部分であ るなどの見解を 示し、 科学技術者を 束縛する旧来の 考え方が払拭 
され、 中国の科学史の 新時期を開いた。   
瞬く間に十年が 経過し、 中国の科学技術事業は 大きな進展をとげました。 以前 
たくらべて、 次の変化があ りました。 

1 . 科学技術が政府に 非常に重視され、 科学技術の近代化が 国の近代化の 鍵 と 

認められた。 

2 . 中央から地方まで 全国にわたって 多くのレベルの 研究システム、 管理シス 

チム 、 支持シス チム が設立され、 1978 年にいたり、 全国の県及びそれ 以上の しベ 

ル 0 科学技術研究機関は 9,153 箇所に達しました。 科学技術者の 人数の増加も 著 
しく、 国立機関や国立企業などの 科学技術者の 人数は 1978 年の 435 万人から 1987 
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年 0 5G6 万人に増加した。 科学技術者全体の 質にも大きな 改善が見られました。 
3 . 科学技術の経 貫が 大幅に増加しました。 国の財政からの 給付額は 1976 年の 

39.79 億五から 1986 年の 71.41 億 元 に増加し   他の筋道を通じて 集められた資金 

もかなりの額になりました。 

4 . 国 と地方の実験センター、 チストセンター、 情報センター、 中間チスト 基 

地などの一連の 重要な基礎機関と 基礎施設が建てられました。 
5 . 基礎研究、 応用研究、 開発研究の各領域で 一連の重要な 成果が得られまし 

た 。 基礎研究を例にとれば、 ( 1 ) 世界一流の雑誌に 発表された中国の 科学者の 

論文数は、 1979 年の世界第 38 位から第 23 位に躍進し、 ( 2 ) 論文の反響は、 数学 
分野で目立ち、 その平均引用率は 1978 年の世界第 35 位から第 18 位に飛躍し、 ( 3 ) 
中国の物理学文献の 被引用率は 40% に達し、 世界平均の 32% を超え、 そのうち、 
複数回引用された 文献は 15% を占めるにいたりました。 
6 . 科学技術が国民経済の 成長に与える 寄与がますます 顕著になり、 国際的に 

用いられている 「総合要素生産率」方式で 計算すれば、 1976 年以前は、 国民経済 
の成長を促進する 要素の中で、 技術進歩と管理の 要素が占める 割合は 15% 足らず 
であ ったが、 現在は、 50% に達している。 

7 . 民営科学技術機関の 振興。 四通、 科 海 、 京海、 信通などの会社をはじめと 

して民 営 科学技術研究機関が 社会に定着し、 広く認知されています。 それら民営 
新興科学技術企業群により、 既に全国民営科学技術実業家協会が 結成された。 
8 。 「 星 火計画」の進展とともに、 一種の新しい 特殊な市場一一技術市場が 急 

速 に形成されて 来た。 この市場は科学技術の 成果と新技術の 伝播普及を促進し、 
科学技術を経済成長に 向かわせるために 大いに効果を 発揮しています。 
そこで、 星 火計画について 多少詳しく紹介しましょう。 
星 火計画の目的は 科学技術を用いて 地方の経済を 振興しょうとするもので、 19 
85 年後半から実験スポットでの 試みを始め、 1986 年に全国的に 実施することにな 
りました ゃ 

この計画は特に 短期間で完成させることをめざし、 直接的な目的指向性と 実行 

の速さを旨としている。 基本的には現存の 科学技術成果を 応用する一方、 消化 吸 
収 された海外の 先進技術の応用も 意図している。 技術の選択にはその 地方の投資 
能力、 資源的特徴、 人材の質及 び 市場の需要に 見 あ ぅ ことが重視されている。 多 
数の プロジェクトを 実行し、 顕著な経済利益を 確保するよう 意図している。 星 火 
計画により 「郷鎮企業」や 広大な農村地区に「寒い 所に木炭が送られる」効果が 
発揮されるものと 期待されています。 
星 火計画の実践に 示されるように、 地方経済の安定的な 発展を維持するために 

は、 政策的対応のみならず、 科学技術の 力 を借りることが 益々大切になってきて 
います。 山間僻地や都会から 速い貧しい地域にとって、 これはもっとも 重要なこ 

とです。 それ故、 あ る意味では 星 火計画は中国内陸部の 貧困さやおくれの 状況を 
変えるために 大きいな役割を 果たすことになるでしょう。 従って、 星 火計画は 一 

時の計ではなく、 長期にわたり 実施する必要があ ります。 

9 . 星 火計画を実行する 一方、 高度技術の発展を 意図した「火炬計画」も 提出 
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されています。 実用技術の開発と 普及を図るなかで 高度技術を発展させようとい 
ぅ ものです。 し し か 近代中国の科学技術事業が 顕著な進歩をとげたとはいえ、 一方でいく 
っ かの問題も顕在化しています。 

1 . 科学技術政策の 研究と改善がまだ 不十分であ ります。 中国では、 科学を軽 

規 し、 知識人を差別 祝 する伝統的な 偏見と勢力がまだ 存在していて、 科学技術者 
の待遇がより 低く、 頭脳労働と体力労働の 間の収人差が 不合理なままとなって い 
ます。 そのため、 一部の人が専門を 捨てたり、 職場をやめたり、 海外へ流出した 
りしています。 

2 . 管理体制が不適切であ るため、 科学技術が経済発展に 寄与する方向に 展開 現象が深刻であ さ れ な Ⅰ ります。 科学技術の成果の 工業化や商品化を 推奨 す る 必 

妻 があ ります。 

3 . 企業の技術開発力が 貧弱で、 極小数の大型企業を 除けば、 百万近くの企業 

のうちのほとんどが 自己の研究開発能力を 持たず、 安定的な研究と 開発の資金も 
乏しい状態にあ ります。 

4 . 科学技術者の 養成と活用にも 問題があ ります。 物質崇拝主義が 流行してい 

て、 多くの人は学士、 修士、 博士になることを 誇りとはせず、 いくら収入を 得る 
かが人生の価値の 基準となっています   この二年間博士課程への 出願者数が減少 

し 、 予定収容人数に 達しなかったこともあ ります。 かなりの留学生が 長期間海外 

へ行ったまま 帰国していません。 

5 . 科学技術の交流のチャンネルが 少なく、 またスムーズでもあ りません。 同 

じ 課題が各所で 行なわれ、 低い水準での 重複研究をよく 見かけます。 
これらの原因などが 中国の科学技術の 発展を大いに 妨げています。 それを克服 

するために、 中国政府はさらに 一連の措置をとっています。 中国の改革が 深く行 
なわれるに つ れて、 中国の科学技術事業がさらに 大きい発展をとげるであ ろうと 

予想されます。 
3 . 日本の科学技術政策研究者への 希望 

中国には、 物質文明と精神文明の 両側面を考慮する 考え方があ ります。 あ る意 
味では、 日本の物質文明は 既に中国社会に 受け入れられています。 中国の市場は 
至る所で日本製品にあ ふれ、 松下、 トヨタ、 リコー、 ソニー、 富士などの企業の 

知名度は中国全土において、 どの中国仝業のその 地域における 知名度よりも 高い 
といえます。 しかし日本の 精神文明、 特に日本の科学技術事業は、 中国人があ ま 
り 知りません。 もし日本が製品を 輔出するように 中国に科学技術を 輪出するなら 
ば 、 その結果はかなり 違ったものになるでしょう。 

我々は、 中国の科学技術の 発展のために 助力して下さることを 希望しています   

第一には、 日本の研究者による 科学の計画、 予測、 科学技術政策の 各方面にわ 

たる経験と支持を 期待しています。 日本はこの方面では 成功を収めた 実績があ り   

中国は遅れています。 例えば電子計算機では、 中日両国はともに 5 0 年代からそ 
の 研究開発に着手し 始めたのですが、 中国には有効な 計算機産業を 発展させる明 
確な政策がなく、 政策の評価，改善も 行なわれないまま 経過し、 その結果、 中国 
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計算機産業は 依然として特色や 競争力を備えた 産業体制を形成していません。 
中国の事情と 鮮やかなコントラストをしているのは 日本政府と日本産業界です。 
何 十年間にわたり、 有効、 斬新かっ安定した 計算機産業発展策を 進め、 世界に目 

覚しい成果をあ げたのです。 そこで、 もし日本の予測、 計画、 政策評価手法に 関 
する助力があ れば、 その効果は著しいものと 思われます。 私は中日両国の 学者の 
この領域における 協力が民間から 始められるものと 思います。 中国の学者と 日本 
の学者とが共同研究を 行ない、 それを通じて 経験を教示し、 中国の科学技術政策 
専門家の養成に 御協力下さることを 我々は希望しています。 このようなやり 方の 
効果が 1 , 2 項目の技術 輪 出よりはるかにまさっていると 思 、 います。 計 主できる 

支持と援助が 計 童 的な効果をもたらすように、 計呈 しにくい支持と 援助が計り 知 
れない効果をもたらすと 言えるでしょう。 
第二に 、 我々は 、 ・中日両国の 管理科学の交流と 協力がさらに 進むことを期待し 

ています。 中日両国の伝統文化は 共通点が多いので、 それが両国の 科学技術の協 
カと 交流の土台となり、 両国の管理科学、 政策科学の協力に 明るい見通しを いた 

かせます。 如何に中国と 日本との間に 長期の有効な 交流と協力を 実現させ、 如何 
に 管理科学、 政策科学において 協力を行な う かは、 それ自身がいい 課題になりま す 。 我々はそ た め に努力します。 科学技術庁が 科学ぼ 術 政策研究所を 設けたこ 
とを知り興味を 持っていますが、 科学技術政策研究の 国際協力にそれが 有益な貢 
献 をはたすものと 信じ」同研究所と 積極的な協力を 期待しています。 今日の科学 
の発展は、 歴史的継承と、 国際的な科学交流や 協力によるものと 考えられます。 
我々は文化的伝統と 地理的位置が 中日両国のこの 面での発展に 対し有効な結果を 

もたらすものと 考えております。 竹下首相の日中両国の 科学技術と文化の 交流の 
ための構想に 非常に興味があ り、 この構想が実際の 効果を挙げるのを 期待してい 
ます。 中日両国が管理科学分野における 研究協力、 開発協力、 人材養成などに、 
より大きな一歩を 踏み出すのを 希望します。 中日両国の学者の 共同と努力のも 
とで、 我々の政策研究や 管理科学の分野における 協力と交流が 民族、 言語、 ィ チ 
オロギ一の壁を 打ち破り、 中日両国の経済、 文化の繁栄と 人類の平和と 進歩に貢 
献 することを、 我々は信じています。 

( 日本語訳 李 年昌 ) 
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